
 

 

 

 

 

 

 

○趣旨 

  当交流の家の活動プログラムを中心とした様々な体験活動を通して，体験活動の楽しさを体感するとと

もに，体験活動の重要性の普及と当交流の家の周知を図る。「情報発信」をキーワードに学習の発表や団

体間の交流の機会とすることにより，地域の生涯学習の振興に寄与するとともに，本事業の取組を通して，

関係団体との連携をより一層緊密にし，地域に親しまれる施設づくりの一環とする。 

 

○活動内容 

【オープンハウス前夜祭～親子イングリッシュキャンプ～ハロウィンバージョン～】 

  キャンプ富士との連携による御殿場市の 22 家族と米軍海兵隊との「親子イングリッシュキャンプ」を

実施し，親子で英語でのコミュニケーションに挑戦し米軍海兵隊との交流を楽しんだ。 

 

 

 

 

 

【オープンハウス 2019 開始式】 

  オープンハウス 2019 実行委員長根上眞一氏によ 

る「開会宣言」がおこなわれ，沼津高専吹奏楽部 

のファンファーレによりオープンハウス 2019 がス 

タートした。 

 

【特色ある高校生の取り組みを情報発信】 

静岡県，愛知県から 15校 21 団体の高校が参加し，課題研究等の授業で考えた「商品開発」の紹介・販売， 

 「プログラミング電子工学」「ロボット制作実演」「サイエンスショー」など工業・科学の楽しさを小中学生に

伝えようと魅力ある体験活動を企画して，各ブースには多くの子供たちが列を作り楽しんでいた。 

＜参加校＞ 

《静岡県》 静岡県立御殿場高等学校 静岡県立御殿場南高等学校 静岡県立御殿場特別支援学校 

静岡県立裾野高等学校 静岡県立沼津東高等学校 静岡県立韮山高等学校  

沼津工業高等専門学校  静岡県立沼津商業高等学校 静岡県立沼津工業高等学校 

静岡県立沼津西高等学校 静岡県立田方農業高等学校 静岡県立熱海高等学校 

  《愛知県》 愛知県立愛知商業高等学校 愛知県立岡崎商業高等学校高校 愛知県立南陽高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 国立中央青少年交流の家 教育事業 

オープンハウス２０１９ 
令和元年 10 月 27 日（土）前夜祭  10 月 28 日（日） 

主催:静岡県「体験の風をおこそう」運動推進事業実行委員会 

共催:オープンハウス 2019 実行委員会 



【職業体験コーナー】 

「リアルな職業体験」をテーマに静岡県警・御殿場警察による鑑識体験，地元ケーブルテレビの協力に

よる「リポーターになろう」の体験活動では子供たちが真剣に取り組んでいる姿が印象的であった。 

 

 

 

 

 

【研修館・つどいの広場・かたらいの広場 体験活動・情報発信コーナー】 

・水口千令先生「切り絵教室」 ・田方農業高校～小動物とのふれあい～ ・七宝焼体験 ・風車づくり 

・プロ音響体験 ・茶道体験 ・華道体験 ・ストロー細工 ・フラワーアレンジメント ・木工体験 

・滝々原自衛隊～災害時の活動紹介 豚汁 1000 人分～ ・企業よる CSR 活動 ・アロマクラフト 

・キャンプ FUJI と交流しよう ・はたらく車にのってみよう ・ガールスカウトの活動紹介   

  

 

 

 

 

【国立中央青少年交流の家から情報発信～交流の家ってどんなところ？～】 

・直径 110ｃｍの巨大鍋を使った料理 100 人分 ・ドラム缶を使ったピザづくり体験 ・はしづくり  

・焼き板体験 ・バスボムづくり ・缶バッチづくり ・遊びリンピック 

 

 

 

 

 

【御殿場市とのコラボ企画】 

・「未来プロジェクト課」とのコラボ企画『バスフェス』開催 

・「2020 オリンピック・パラリンピック課」による『御殿場市にオリンピックがやってくる』情報発信 

・「御殿場市国際交流協会」による『国際交流』『異文化体験』情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特色ある活動をしている高校生の「情報発信」の場として「オープンハウス 2019」に多くの高校生が

参加した。今後もそうした高校生の活躍の場を提供するとともに，今年度より実施している「総合的な探

求」を視野に入れ，高校生の「探求活動」の場になるよう模索していきたい。 

また，SDGs に取り組んでいる地域団体，企業と連携し，広大なスペースを有効活用しながら「情報発

信」の場として，SDGs の認知度を高め，地域と共に考えていく機会にしていきたい。 

「リアルな職業体験」「御殿場市とのコラボ企画」など時代の変化に対応した体験活動の充実も一層図

り，「国立中央青少年交流の家で何ができるか」を継続的に考え,来年度以降も施設開放事業の「オープン

ハウス」を実施していきたい。 

【今後の展望】 


